
これまで岡山県で実施してきた「リスクコミュニケーション」の取組 

 

平成 14～15年 講演会とパネルディスカッションの開催 

大規模な会場で会を実施し、正しい知識を幅広く普及啓発した。 

（課題）一方的な情報提供になりがちであった。 

平成 15～18年 視察型研修、意見交換会の実施 

県が主催し、親子を対象とした生産現場や工場の見学を実施 

地域住民・生産者・製造者などを集めて意見交換会を実施 

（課題）参加者は主に参加するだけだったので、参加後の意識変化や

波及効果が分からなかった。行政からの一方的な情報提供になりがち

であった。 

平成 19～21年 検定の実施とリスクコミュニケーターの登録 

県民が食に関心を持ち、知識を深める動機付けとして「検定－晴れの

国おかやまの食－」を実施 

検定の上位合格者の中から、希望者をリスクコミュニケーターとして

登録 

平成 19年～ リスクコミュニケーターの育成 

リスクコミュニケーターが地域におけるリスクコミュニケーション

の中核を担えるよう、正しい知識や科学的な考え方、コミュニケーシ

ョン能力の向上について研修を行った。 

（課題）登録から 10年が経過し、事業に参加するケーターが減少し

ている。ケーターの知識は蓄積されているが、そこから地域への波及

効果に疑問がある。 

平成 24年～ リスクコミュニケーター主体の視察型研修会、意見交換会の実施 

リスクコミュニケーターが企画・運営し、県がサポートする形の研修

会を実施。 

（課題）企画・運営を行えるケーターは少数であり、活性化しない。

視察型研修会は、工場見学で終わってしまうことが多い。 

 

「リスクコミュニケーションとは？」、「これまでの取組の詳細」については、別添資料を

ご覧ください。 














